












要約:小児における生活習慣並びに行動の偏りの形成過程は、成人病一次予防上重要な知

見である。効果的な予防医学活動を行なうためには、我が国の小児の生活様式の現状を把

握する必要がある。本研究の主目的は、富山スタディの 3歳児健診受診者 3,075 名を対象

として、生活時間、排便習慣、運動、食生活、食事内容に対する小児の環境要因の影響を

明らかにすることである。母親の肥満、職業、核家族などの小児の環境は、生活様式の形

成に影響を与えていることが明らかになった。


